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日
中

韓

国

に
お

け

る
漢

語

の
意

味

と
発

音

の
変

化

-
総
角

・
愛
人

・
知
音
の
伝
播
と
変
容
1

丹

羽

博

之

要

旨
漢
語
が
中
国
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
伝
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
に
寄
与
し
た
こ
と
は
贅
言
を
要
し
ま

い
。
本
稿
で
は
、
総
角

・
愛
人

・
知
音
の
三
つ
の

漢
語
が
朝
鮮
半
島
や
日
本
に
伝
わ
り
、
如
何
に
変
化
し
た
か
を
考
察
す
る
。

総
角
の
語
は
、
中
国
最
古

の
詩
集

『詩
経
』

(衛
風

・
眠
)
に

「総
角
之
宴
、
言
笑
嬰
曇
」
と
見
え

る
。
『大
漢
和
辞
典
』
で
は
、

こ
の
漢
語
に
、
「あ
げ
ま
き
、

髪
を
す
べ
聚
め
て
頭
の
両
側
に
角
の
形

に
む
す
ぶ
小
児
の
髪
型
。
(略
)」
と
注
す
る
。
こ
の
語
は
早
く
も
上
代
、
日
本
に
入
り
、
『時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
篇
』

Dq

に
は
、
「あ
げ
ま
き

[総
角
]
少
年

の
髪
型

の

一
種
。
」
と
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
古
典
世
界
で
は
、
催
馬
楽

(総
角
)
、
『源
氏
物
語
』
(総
角
)
に
も
見
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
の
語
は
韓
国
に
も
伝
わ
り
、
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
「総
角

(害
4
)」

の
語
は

『韓
日

・
日
韓
辞
典
』

(小
学
館
)
に
は
、
「未
婚

の
男
、
チ
ョ
ン

ガ
ー
、
独
身
男
性
」
と
あ
る
。
チ

ョ
ン
ガ
ー
は
日
本
に
も
伝
わ
り
、
今
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

中
国
か
ら
伝
わ

っ
た
総
角

の
語
は
日
韓
で
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化
し
た
。
現
在
、
総
角
の
語
は
元
の
中
国
で
は
殆
ど
使
わ
れ
ず
、
日
本
で
も
わ
か
る
人
は
減
少
し
て
い

る
。
チ

ョ
ン
ガ
ー

(総
角
)
は
、
韓
国
に
お

い
て
だ
け
現
在
も
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。

ほ
ぼ
同
様

の
こ
と
が
愛
人

の
語
に
も

あ
て
は
ま
る
。
元
は

「人
を
愛
す
」
と

い
う
普
遍
的
な
語
で
あ

っ
た
り
、
英
語

の
δ
<
①『ω
の
翻
訳
語
で
あ

っ
た
が
、
韓
国
語

で
は
愛
人
は
、
恋
人
の
意
味

で
使
わ
れ
る
。
日
本

の
所
謂
愛
人
は
戦
後

「情
夫
、
情
婦
」

の
意
味
も
加
わ
り
、
変
化
し
た
。
中
国
で
も
、
恋
人
の
意
味
か
ら
配
偶
者

の
意
味
に
変
化
し
た
。

ま
た
、
知
音

の
語
も
現
在
中
国
で
は
、
本
来

の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
韓
国
で
は
恋
愛
関
係
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
例
を
取
り
上
げ
、
漢
語
は

本
国
で
も
、
日
韓
で
も
時
代
と
と
も
に
様
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

"
総
角

・
愛
人

・
知
音

・
呉
音



と

あ

る

。

『大

漢

和

辞

典

』

で
は

、

こ

の
漢

語

に

、
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総
角
の
語
は
、
中
国
最
古

の
詩
集

『漢
語
大
詞
典
』
に
は
、

『詩
経
』

(衛
風

・
眠
)
に

「総
角
之
宴
、
言
笑
嬰
嬰
」
と
見
え
る
。

総
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「あ
げ
ま
き
、
髪
を
す

べ
聚
め
て
頭
の
両
側
に
角

の
形
に
む
す
ぶ
小
児

の
髪
型
。

(略
)
」

と
注
す
る
。
こ
の
語
は
早
く
も
上
代
、

日
本
に
入

っ
た
。
『時
代
別
国
語
大
辞
典

上
代
篇
』
に
は
、

あ
げ
ま
き

[総
角
]
(名
)
上
ゲ

ー-
巻
き

の
意
。
①
少
年
の
髪
型
の

一
種
。
頭
髪
を
左
右
二
つ
に
束
ね
る
。
「
総
角
」
「角
子
」
な
ど
と

「角
」

の
字
を
用
い
る

あ
げ
ま
き

の
は
、
中
国
で
そ
の
束
ね
た
位
置
が
高
く
、
動
物

の
つ
の
の
よ
う
な
形
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
出
た
も
の
と
い
う
。
「古
俗
、
年
少
児
年
、
十
五
六
間
、
分
為
角
子

あ

げ

ま

き

今
亦
為
之
」

(崇
峻
前
紀
)
「髭
角
艸
束
髪
、
阿
介
万
支
」

(新
撰
字
鏡
)
「
総
角
弁
色
立
成
云
、
阿
介
万
岐
、
結
髪
也
」

(和
名
抄
)
②
髪
を

ア
ゲ
マ
キ
に
結

っ
た
年
ご
ろ
。

カ

ブ

ロ

あ
げ
ま
き

ま
た
そ
れ
を
結

っ
た
少
年
。
「我
子
小
碓
王
、
昔
熊
襲
叛
之
日
、
未
レ及

総

角

一、
久
煩
二征
伐
己

(景
行
紀
四
十
年
)
「
天
皇
自
二岐
疑
一至

於
総
角

一、
仁
恵
倹
下
」

あ

げ

ま

き

ワ

サ

ダ

ヤ

モ

あ

げ

ま

き

ヒ
ロ

サ
カ

マ
ロ

(允
恭
前
紀
)
「安
介
万
支
を
早
稲
田
に
遣
り
て
や
そ
を
思
ふ
と
」
(神
楽
総
角
)
「安
介
万
支
や
と
う
と
う
尋
ば
か
り
や
と
う
と
う
離
り
て
寝
た
れ
ど
も
転
び
あ
ひ

け
り
」
(催
馬
楽
総
角
)

と
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
古
典
世
界
で
は
、
催
馬
楽

(総
角
)
、
『源
氏
物
語
』
(総
角
)
に
も
見
ら
れ
る
。
『古
語
大
辞
典
』

(角
川
書
店
)
は
、
「昔

の
少
年
の
髪

の
形
。
髪
を

紛

束
ね
ず
に
頭

の
中
央
で
両
側
に
分
け
、
頭
の
左
右
に
巻
き
上
げ
て
輪
を
作

っ
た
も
の
。」
と
し
て
、
〈伝
聖
徳
太
子
像
〉
を
挙
げ
る
。

q

>

一
方

、

こ

の
総

角

の
語

は

韓

国

に
も

伝

わ

り

、

チ

ョ

ン
ガ

ー

(
善

4

)

と

し

て
現

在

で
も

使

わ

れ

て

い
る

。

「
総

角

」

の
語

は

『韓

日

・
日

韓

辞

典

』

(小

学

館

)

に

は

、

「
未

婚

の

男

、

チ

ョ

ン
ガ

ー

、

独

身

男

性

」

と

あ

る

。

チ

ョ

ン

ガ

ー

は

日

本

に

も

伝

わ

り

、

今

も

使

用

さ

れ

て

い

る

。

『
日

本

国

語

大

辞

典

』

(
二
版

)

の

「
チ

ョ

ン

ガ

ー

」

に

は

、

日
中
韓
国
に
お
け
る
漢
語
の
意
味
と
発
音

の
変
化
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「
(「総
角
」

の
朝
鮮
漢
字
音
)
独
身

男
子
の
俗
称
。」
と
あ
り
、
補
注
に
は
、
「元
来
未
成
年
男
子

の
髪
型
の
名
称

で
あ
る
が
、
朝
鮮
の
旧
習
で
丁
年
に
達
し
て
も

未
婚

で
い
る
男
性
の
蔑
称
と
し
て
用

い
ら
れ
」
と
あ
る
。
恐
ら
く
、
チ
ョ
ン
ガ
ー
の
語
は
植
民
地
時
代
に
日
本
に
伝
わ
り
、
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
韓
国
独
立

後
日
韓
の
関
係

の
変
化
に
つ
れ
て
日
本
で
は
年
配

の
人
以
外
は
使
わ
な
く
な

っ
た
。

児
童

の
髪
型
か
ら
幼
少

の
意
味
と
し
て
、
中
国
か
ら
伝
わ

っ
た
総
角
の
語
は
日
韓
で
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化
し
た
。
現
在
、
総
角

の
語
は
元
の
中
国
で
は
殆
ど
使
わ
れ

ず
、
日
本
で
も
わ
か
る
人
は
減
少
し
て

い
る
。
チ
ョ
ン
ガ
ー

(総
角
)
は
、
韓
国
に
お
い
て
だ
け
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
元
の
漢
語
は
意
識
さ
れ
て
い
な

い
だ

ろ
う
。

二

愛
人

ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
愛
人
の
語
に
も

あ
て
は
ま
る
。
愛
人
は

「人
を
愛
す
」
と

い
う
普
遍
的
な
語
あ

っ
た
が
、
韓
国
語
で
は
愛
人
は
、
恋
人
の
意
味

で
使
わ
れ
る
。

の

日
本
の
所
謂
愛
人
は

「情
夫
、
情
婦
」

と
い
う

(
『日
韓
熟
語
対
照
辞
典
』
申
東
漢

時
事
日
本
語
社

一
九
九

一
年
)
。

q

一
方
、
中
国
で
は
、
愛
人
は
配
偶
者

の
意
味
に
変
化
し
た
。
日
本
で
は
、
明
治
時
代
ま
で
は

「敬
天
愛
人
」

の
意
味
で
あ

っ
た
が
、
戦
後
、
不
倫
関
係
の
意
味
が

生
じ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
漢
語
は
本
国
で
も
、
日
韓
で
も
時
代
と
と
も
に
様
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
『明
治
こ
と
ば
辞
典
』

(飛
田
良
文
他
編

・
東
京
堂

一
九
八
六
)

の
愛

人
の
項
に
は
、

[英
和
対
訳
袖
珍
辞
書

・
文
久
二
]
げ
o
コ
①賓
・
ω≦
①
①臣
雷
詳

[独
和
辞
典

・
明
六
]
竃
毬
Oゴ
①
P

(以
下
略
)

▽
意
味

「愛
人
」
は
礼
記

・
檀
弓

上
に

「君
子
之
愛
レ人
也
以
レ
徳
、
細
人
之
愛
レ人
以
一姑
息

己

と
あ
る
よ
う
に

「人
を
愛
す
る
」
と

い
う
意
味
で
あ

っ
た
が
、

幕
末
か
ら
ω≦
①
♀
ゴ
窪
芦

ゴ
o
昌
①網
」
o
<
①
「な
ど
の
訳
語
と
し
て

「恋
人
」
の
意
味

で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

(以
下
略
)



と
あ
る
。
ま
た
、
『現
代
に
生
き
る
幕
末

・
明
治
初
期
漢
語
辞
典
』
(佐
藤
了

・
明
治
書
店
)

の
愛
人
の
項
に
は
、

①

「ω
芝
①
卑
ゴ
窪
拝

ω゚
愛
人
」
(堀

達
之
助
ら

・
文
久
二

(
一
八
六
二
)

『英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』)

②

「世
人
或

ハ
愛
人
ノ
美
名

ヲ
買

ハ
ン
ト
シ
テ
慢

二
政
府
ノ
任

ヲ
責
メ
」
福
沢
諭
吉

・
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)

『西
洋
事
情
』
外

・
二

政
府

の
職
分
)

③

「仁
徳
天
皇
民
家
に
炊
煙

の
起

る
を
見
て
朕
既
に
富
め
り
と
云
ひ
し
も
、
必
寛
愛
人

の
本
心
よ
り
出
て
、
民
の
富
む
は
猶
我
富
む
如
し
と
の
趣
意
に
て
、
」

(福
沢
諭
吉

・
明
治
八
年

(
一
八
五
七
)
『文
明
論
之
概
略
』
五

・
九
)

④

「此
の
神
女

の
眠
り
は
い
と
安

し

余
は
幾
度
も
軽
る
く
足
を
踏
み
、
愛
人
の
眠
り
を
撹
さ
ん
と
せ
し
、
左
れ
ど
眠
り
の
中
に
憂
の
な
き
も
の
を
、」

(北
村

透
谷

・
明
治

二
十
二
年

(
一
八

八
九
)
『楚
囚
之
詩
』
)

意
味

・
出
自
①
④
恋
愛
を
す
る
相
手

の
人
。
こ
い
び
と
。
②
③
人
を
い
つ
く
し
み
大
切
に
思
う
こ
と
。
『礼
記
』

(檀
弓
上
)
に

「君
子
之
愛
・
人
也
以
・
徳
、
細
人

之
愛
レ
人
以
二姑
息

一」
と
あ
る
の
は
②
③
と
同
じ
意
で
、
こ
れ
が
本
来

の
意
味
。
こ
れ
を
限
定
し
て
用

い
た

の
が
①
④
の
例
。

と
あ
る
。

ゆ

『日
本
国
語
大
辞
典
』

(二
版
)

の
語
誌

に
は
、

q

(1
)
も
と
も
と
は
①

の
意
味

で
あ

っ
た
が

(引
用
者
注

"
①
人
を
愛
す
る
こ
と
)
、
「英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
」
な
ど
に
見
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
末
頃
か
ら

ゴ
o
⇒
①団
』
o<
①
お
ω芝
①
♀
げ
①
9辱
な

ど
の
翻
訳
語
と
し
て
②
の
意
味

(引
用
者
注

"
②
愛
し
て
い
る
い
と
し

い
異
性
。
恋
人
。
特
に
夫
や
妻
以
外
の
愛
し
て
い
る

異
性
)
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

(2
)
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
新
聞
な
ど

で

「情
婦
」
「情
夫
」

の
娩
曲
的
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら

一
般
化
す
る
。
現
代
で
は
、
配
偶
者
以
外

の
、
社
会
的
に
容
認
さ
れ
に
く
い
関
係
に
あ
る
相
手
に
つ
い
て
い
う

こ
と
が
多
く
、
「恋
人
」
と
は
区
別
し
て
用
い
る
。

と
あ
る
。

二
〇

一
〇
年
に
N
H
K
で
放
映
さ
れ
た

「
み
ん
な
で
日
本
G
O
」
に
よ
る
と
、
明
治
期
に
来
日
し
た
中
国

・
韓
国
の
留
学
生
に
よ

っ
て
、
如
上
の
翻
訳
語
と
し
て

の
愛
人
が
母
国
に
持
ち
帰
ら
れ
て
使
用
さ
れ
た
。
韓
国
で
は
そ
の
ま
ま

の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
が
、
中
国
で
は
戦
後
、
配
偶
者
と
し
て
意
味
が
変
化
し
た
と

い
う

こ

と
で
あ
る
。

日
中
韓
国
に
お
け
る
漢
語
の
意
味
と
発
音
の
変
化
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「恋
人
」
と
の
棲
み
分
け
に
よ

っ
て
、
「愛
人
」
は
不
倫
を
示
す
意
味
の
度
合

い
が
強
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
は
、
テ
レ
サ
テ
ン
の
歌
謡
曲

「愛
人
」
や
愛

人
バ
ン
ク
等
の
流
行
が
愛
人

の
意
味
を
悪

い
方
に
導

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇

一
〇
年
八
月
、
湖
北
省

の
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
買
い
求
め
た

『愛
人
』
と
い
う
雑
誌
。
出
版
案
内
に
は
、

発
行

"
愛
人
雑
志
発
行
部

主
管

"
中
国
優
生
優
育
協
会

と
あ

っ
た
。
内
容
は
、
野
合
を
戒
め
る
た
め
の
健
全
な
結
婚
生
活

の
指
南
書
。
今
で
も
愛
人
は
普
遍
的
に
中
国
で
は
使
わ
れ
て
い
る

一
証
左

で
あ
る
。
『辞
海
』

(台

湾
中
華
書
局

中
華
民
国
六
十
九
年
)

に

③
今
俗
謂
相
懸
之
男
女
讐
方
日
愛

人

今
俗
に
相
懸
の
男
女

の
讐
方
を
謂
ひ
て
曰
は
く
愛
人
と

と
あ
り
、
台
湾
で
は
韓
国
と
同
じ
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
。

の

現
在
、
韓
国
語

で
は
愛
を

「朔
」
と
発
音
し
、
上
海

で
も
愛
は

「え
」
に
近
い
発
音
を
す
る
と

い
う
こ
と
を
知
り
、
日
本
語

の
愛
を

「え
」
と
読
む
こ
と
と
関
係

q

え

ち
(2

)

が
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
日
本
で
も

、
愛
媛
県
や
滋
賀
県
愛
知
川
な
ど
日
本
の
地
名
に
は
、
愛
を

「え
」
と
読
む
こ
と
が
あ
る
。

以
下
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
篇
』
に
は
、
「愛
」
を

「え
」
と
訓
む
例
と
し
て
、

え

「鮎

こ
そ
は
島

へ
も
良
き
愛
苦
し
ゑ
」

(天
智
紀

・
十
年
)

を
挙
げ
る
。
同
辞
典
の

「付
録

・
主
要

万
葉
仮
名

一
覧
表
」
の

「え
」
の
項
に
は
、

衣

・
愛

・
依

・
亜

・
哀

・
埃

・
榎

・
荏

・
得

・
可
愛

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中

で
、
愛

・
哀

・
埃

の
語
は
、
韓
国
語
で
は
、
現
在

「
剛
」
と
発
音
さ
れ
て
お
り

(
『活
用
玉
篇
』
現
代
中
国
学
術
研
究
所
編

泰
西
出
版
社

二
〇
〇
五
)
、
上
代

の
日
本
語
に
近
い
発
音
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
上
海
語
で
も
愛

・
哀

・
埃
の
語
は
、
『上
海
語
常
用
同
音
字
典
』

(宮
田

一
郎
編
著

光
生
館

一
九
八
八
)
に
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と
あ
り
、
ほ
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本
語
の
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中
国
鄭
州
大
学
で
の
早
稲
田
大
学
日
本
宗
教
文
化
研
究
所
と
の
共
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「漢
字
文
化
遡
源
-
文
字
か
ら
書
籍

へ
ー
」

(二
〇

一
〇
年
九
月
十

二
日
)
で
、
こ
の
発
表
を
行

っ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
漸
江
省
出
身

の
先
生
に
お
聞
き
す
る
と
、
漸
江
省

で
は
今
で
も

「愛
人
」
は

「え
に
ん
」
と
発
音
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「愛
」
を

「え
」
と
発
音
す
る
こ
と
は
勿
論
、
「人
」
も

「に
ん
」

(「人
」

の
呉
音
は

「
に
ん
」)
と
発
音
し
て
お
り
、
千
数
百
年
経
過
し

て
も
、
呉
音
の
発
音
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
。
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
得
た
最
大

の
収
穫
で
あ
る
。
さ
ら
に
聞
く
と
、

上
代
語
で

「え
」
と
読
む

「哀
」
「埃
」

の
断
江
省
で
の
現
在

の
発
音
は
、
や
は
り

「え
」
と

い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
た
上
代
日
本
語
と

一
致
す
る
。

千
数
百
年
前
、
翫
江
地
方

で
の

「愛

・
哀

・
埃
」

の
音
は
、
朝
鮮
半
島
に
伝
わ
り
、
今
も

「剛
」
と
発
音
さ
れ
て
い
る
。
上
代
日
本
で
も

「え
」

の
字
と
し
て
使

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
漢
音
に
取

っ
て
代
わ
れ

「愛

・
哀

・
埃
」
は

「あ

い
」
と
発
音
さ
れ
、
「え
」
の
音
は
消
え
て
い
っ
た
。
上
代
日
本
語

の

「愛

・
哀

・
埃
」
を

「え
」
の
文
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
現
代
韓
国
や
、
現
代

の
上
海
や
断
江
省
で
も

「愛

・
哀

・
埃
」
を

「え
」
に
近
い
発
音
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
千

数
百
年
前

の
呉
地
方

で
も
こ
れ
ら

の
字
は

「
え
」
に
近

い
発
音
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「愛

・
哀

・
埃
」

の
字
の
音
に
呉
音
と
し

て

「え
」
を
加
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
上
代
語

・
漢
和
辞
典
作
成
の
専
門
家
か
ら
み
れ
ば
、
荒
唐
無
稽
な
発
言
か
も
し
れ
な

い
が
、
三
国
の
発
音

の
類
似
か
ら
そ

日
中
韓
国
に
お
け
る
漢
語
の
意
味
と
発
音
の
変
化

(47)
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の
可
能
性
を
提
言
し
た

い
。
手
元
に
あ

る
漢
和
辞
典
に
は
、
愛
を
呉
音

「え
」
と
明
示
し
た
も
の
は
未
見
で
あ
り
、

『広
漢
和
辞
典
』

ア
イ

(呉
音
と
漢
音
は
同
じ
)

『新
字
源
』

ア
イ

漢

『角
川
必
携
漢
和
辞
典
』

『角
川
大
字
源
』
ア
イ

漢
呉

工

慣

等
と
説
明
に
も
ず
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

「哀

・
埃
」
を
呉
音

「え
」
と
説
明
す
る
辞
書
も
未
見
で
あ
る
。

因
み
に
、

エ
ジ
プ
ト
を
日
中
韓
と
も

に

「埃
及
」
と
漢
字
で
表
記
す
る
が
、
恐
ら
く
、
中
国
南
方
の
発
音
の
埃
を

「え
」
と
発
音
し
た
こ
と
に
よ
り
、
エ
ジ
プ
ト

(3
)

を

「埃
及
」
(現
代
中
国
語

で
は
、
倒ご
h)
と
表
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
日
本
韓
国
に
伝
わ
り
、
埃
及
の
表
記
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三

知
音

別

伯
牙

・
鍾
子
期

の
知
音

の
故
事
は
有
名
な
も
の
と
思

っ
て
い
た
が
、
最
近
の
大
人
も
知
ら
な
い
人
が
多
く
、
や
や
意
外

の
感
が
し
た
の
で
、
『広
辞
苑
』
(第
六
版
)

q

の
解
説
を
挙
げ
る
。

①

[列
子

湯
問
]
(鍾
子
期
し

ょ
う
し
き
が
、
琴
の
名
手
伯
牙
の
琴
の
音
色
を
よ
く
聞
き
分
け
た
故
事
か
ら
)
よ
く
心
を
知
り
合

っ
て
い
る
人
。
親
友

↓
高

山
流
水

・
弾
琴
の
交
わ
り
。
②
知
り
合

い
。
知
人

こ
の
よ
う
に
、
知
音
は
真
の
才
能
の
理
解
者
を
示
す
格
調
高
き
故
事

で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
『広
辞
苑
』
に
は
、

③
恋
人
。
情
人
。

一
代
男
三

「し

ほ
ら
し
き
女
は
大
方
知
音
あ
り
て
」

【知
音
女
房
】
な
じ
ん
だ
女
房
。
恋
女
房
。
膝
栗
毛
八

「
ソ
リ
ャ
わ
し
が
知
音
女
房

ぢ
ゃ
わ

い
な
」

と
、
江
戸
時
代
に
は
意
味
が
変
化
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
た
。
更
に

『江
戸
時
代
語
辞
典
』

(荏
原
退
蔵
著

・
尾
形
仇
編

角
川
学
芸
出
版

二
〇
〇
八
)
に

は
、

も
と
伯
牙
、
鍾
子
期

の
故
事
か
ら
出
て
、
親
し
く
交
わ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
友
を

い
う
が
、
転
じ
て
特
に
恋
情
を
も

っ
て
交
わ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
人
を

い
う
。



馴
染
み
。
情
交
。
男
色

・
女
色

・
素
人

・
玄
人

の
区
別
な
く
用
い
る
。

『野
語
述
説
』

(貞
享
元
)
雑
篇
に

「古
俗
故
旧
名
日
知
音
。
今
男
女
密
通
之
語
、
然
共

つ
き

取
義
於
同
気
同
心
之
睦
、
蓋
出
干
此
乎
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『色
道
大
鏡
』

(延
宝
六
)

一
ノ

一
に
も

「知
音

客
の
傾
城
に
思
ひ
付
て
逢
事
度
か
さ
な
り
、
弐

ち

い
ん

し

き

は
く

が

心
な
く
相
か
た
ら
ふ
を

い
ふ
。
平
生

の
人
の
上
に
て
知
音
と
い
ふ
も
心
ひ
と
し
。
此
名
目
は
子
期

・
伯
牙
が
古
事
よ
り
出
た
り
。
こ
れ
に
よ

っ
て
音
を
し
る
と

書
く

と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
現
代
と
異

な
り
、
知
音
は
種
々
の
意
味
を
持

っ
て
広
く
人

々
に
使
わ
れ
て
い
た
。
明
治
以
降
こ
う
し
た
江
戸
文
学
の
衰
退
と
と
と
も
に

知
音

の
語
は
元
の
意
味
だ
け
が
残

っ
た
よ
う
で
え
る
。

更
に
、
『朝
鮮
語
大
辞
典
』

(大
阪
外

国
語
大
学
朝
鮮
語
研
究
室

・
角
川
書
店
)
の

「知
音
」
の
項
目
に
は

①
音
楽
の
曲
調
を
知

っ
て
い
る
こ
と

。
③
心
が
互

い
に
通
じ
る
親
し
い
友
、
親
友
④
知
人

等

の
次
に

⑤
恋
人
、
情
人

ω

と
あ
る
。
韓
国
で
も
知
音
は
、
江
戸
時
代

の
日
本
と
同
じ
く
恋
愛
関
係
を
も
指
す
よ
う
に
意
味
が
広
が

っ
て
い
る
。
中
国
で
は
元
の
意
味

の
ま
ま
使

い
続
け
ら
れ
た

q

が
、
日
本
と
韓
国
で
は
色
恋

の
意
味
を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
。
日
韓
の
知
音

の
意
味
変
化

の
影
響
関
係
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

愛
人

・
知
音
の
語
は
も
と
は
格
調
高

い
漢
語
で
あ

っ
た
が
、
日
本

・
韓
国
で
は
、
情
人
の
意
味
に
も
使
わ
れ
、
日
韓
で
は
内
容
が
変
化
し
て
い
っ
た
。

ま
と

め

総
角
は
元
の
中
国
で
は
殆
ど
使
わ
れ
な
い
が
、
韓
国
で
は
意
味
を
変
え
て
未
婚
の
独
身
男
性
の
意
味
と
な
り
、
植
民
地
時
代
に
そ
れ
が
伝
わ

っ
た
日
本
で
も
使
わ

れ
て
い
る
。

一
方
、
愛
人

・
知
音
の
語

は
、
日
中
韓
台
で
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
異
な

っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
愛
を

「え
」
と
読
む
こ
と
は
、
古
代
中
国

の
呉

地
方
の
発
音
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
中
韓
国
に
お
け
る
漢
語
の
意
味
と
発
音

の
変
化
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注

近
畿
大
学
非
常
勤
講
師
永
井
英
美
氏
ご
教
示
。

滋
賀
県
愛
知
川
町
は
、
上
代
に
は
依
智
秦
氏
が
勢
力
を
持
ち
、

大
手
前
大
学
教
授
上
垣
外
憲

一
氏
ご
教
示
。

朝

鮮

半
島

の
文

化

の
影

響

を
強

く
受

け

て
き
た

。
現

在
も

百
済

寺

が
残
り

、
湖

東

三
名
刹

の

一
で
あ

る
。

*
本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
日
本
宗
教

文
化
研
究
所
主
催

コ
嚢
陽
と
荊
州
」
湖
北
省
調
査
旅
行

・
セ
ミ
ナ
ー

(二
〇

一
〇
年
八
月
四
日
)

で
の
セ
ミ
ナ
ー
、
及
び
中

国
鄭
州
大
学
で
の
、
同
大
学

・
翫
江
工
商
大
学
日
本
文
化
研
究
所

・
早
稲
田
大
学
日
本
宗
教
文
化
研
究
所
共
催

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「漢
字
文
化
遡
源
-
文
字
か

ら
書
籍

へ
ー
」

(二
〇

一
〇
年
九
月
十
二
日
)
で
の
発
表
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。

席
上
多
く
の
助
言
を
得
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

補
足

ω

原
稿
提
出
後
、
『新
潮
日
本
語
漢
字
辞
典
』

(新
潮
社
編

二
〇
〇
七
)
を
購
入
し
た
。
同
書
に
は
、
愛

・
哀

・
埃

の
い
ず
れ
の
字
に
も

価

ア
イ
漢
呉

・
工
呉

と
あ
り
、
愛

・
哀

・
埃
の
字
に
呉
音
と

し
て

「え
」
を
認
定
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
拙
稿
で
も
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
字

の
呉
音

「え
」
を
認
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

出
版
社
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
字
音
部
分
の
執
筆
者
は
す
で
に
逝
去
さ
れ
て
お
り
、
詳
し
い
事
情
は
不
明
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

同
辞
典

の
凡
例

の
字
音

の
項
に
は

「漢
音
、
呉
音

の
認
定
に
あ
た

っ
て
は

『広
韻
』
を
最
重
要
視
し
た
。」
と
あ
る
。
但
し
、

『広
韻
』
の
愛
の
音

(反
切
)
は

「
ア
イ
」
と
な

っ
て
い
る
。




